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学
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原
爆
文
学
の
彼
方
へ
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シ
ョ
ン
１

移
動
す
る
原
爆
―
文
学

核
時
代
の
英
米
文
学
者

―H
erm

an
n

H
aged

o
rn
,
T
he

B
om

b
that

F
ell

on
A
m
erica

（
一
九
四
六
年
）
の
日
本
語
訳
（
一
九
五
〇
年
）
に
つ
い
て

齋

藤

一

一

序
論

ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ゲ
ド
ー
ン
（H

erm
ann

H
agedorn

、
一
八
八
二
年
～
一
九
六

四
年
）
は
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
伝
記
作
家
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
セ
オ

ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
伝
記
（
一
九
一
八
年
）
で
有
名
で
あ
る
が
、
一
九

四
六
年
にThe

B
om
b
that

F
ell
on
A
m
erica

と
い
う
叙
事
詩
を
発
表
し
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る

。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
詩
が
、
す
で
に
一
九
四
六

(1)

年
（
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
シ
ー
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
と
同
じ
年
）
と
い
う
時
点
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
市
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
を
明
確
に
批
判
し
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
ま
た
ハ
ー
シ
ー
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
の
翻
訳
（
一
九
四
九
年
）
に
続

く
よ
う
に
、
同
じ
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
一
九
五
〇
年
に
『
ア
メ
リ
カ
に
落

ち
た
爆
弾
』
と
題
し
て
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

。
(2)

『
ヒ
ロ
シ
マ
』
ほ
ど
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
作
品
の
簡
単
な
紹
介
も
兼

ね
て
、
三
部
か
ら
な
る
こ
の
詩
の
第
一
部
か
ら
入
江
直
佑
に
よ
る
訳
文
を
少

し
引
用
し
て
み
た
い
。
な
お
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
お
き
か
え
る
こ
と
と
す

る
。

爆
弾
が
広
島
に
落
ち
た
。
／
忘
れ
は
す
ま
い
。（
第
一
部
第
一
章
、
四
頁
）
(3)

広
島
に
落
ち
た
爆
弾
は
ア
メ
リ
カ
に
も
落
ち
た
の
だ
。（
第
一
部
第
三
章
、

一
一
頁
）
(4)

そ
れ
は
人
々
に
落
ち
た
の
だ
。
／
そ
れ
は
人
々
の
身
体
を
溶
か
し
は

し
な
か
っ
た
が
、
／
し
か
し
、
え
ら
い
人
、
つ
ま
ら
ぬ
人
、
全
部
の

人
々
の
何
か
本
質
的
に
大
切
な
も
の
を
溶
か
し
去
っ
た
。
／
人
間
と
、

過
去
未
来
と
の
つ
な
が
り
が
、
溶
け
去
っ
た
の
だ
。（
第
一
部
第
五
章
、

一
四
頁
）
(5)
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こ
の
恐
ろ
し
い
も
の
を
人
類
に
け
し
か
け
た
の
は
一
体
誰
だ
。
／
我
々

も
知
り
、
天
地
も
知
る
。
／
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
だ
。
（
中
略
）
こ
の
ア

メ
リ
カ
が
、
原
爆
を
放
っ
て
広
島
市
民
十
万
を
殺
し
、
世
界
の
地
軸

を
震
撼
さ
せ
た
の
だ
。（
第
一
部
第
六
章
、
一
八
頁
、
二
〇
頁
）
(6)

こ
の
詩
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
市
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
の
責
任
を
ア
メ

リ
カ
人
読
者
に
訴
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
こ
の
翻
訳
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
く
。
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆

弾
』
は
一
九
五
〇
年
一
二
年
に
法
政
大
学
出
版
局
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
翻
訳

者
は
す
で
に
述
べ
た
が
入
江
直
佑
（
一
九
〇
一
年
～
一
九
九
一
年
）
で
、
当
時

は
法
政
大
学
教
授
（
の
ち
神
奈
川
大
学
と
創
価
大
学
）
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ

ニ
ス
ン
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
な
ど
の
訳

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
翻
訳
に
は
入
江
に
よ
る

「
あ
と
が
き
」
な
ど
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
谷
本
清
と
相

馬
雪
香
の
文
章
が
訳
文
の
あ
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
ア
メ

リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
の
出
版
経
緯
な
ど
を
記
し
た
「
あ
と
が
き
」
（
一
四

七
～
一
五
〇
頁
）
は
、
ハ
ー
シ
ー
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
に
よ
っ
て
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
谷
本
清
（
一
九
〇
九
年
～
一
九
八
六
年
）
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
「
ハ
ゲ
ド
ー
ン
氏
の
こ
と
」
（
一
五
一
～
一
五
三
頁
）
と
い
う
紹
介

文
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
尾
崎
行
雄
の
三
女
で
、
市
民
団
体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
難
民
を
助
け
る
会
」（
一
九
七
九
年
～
）
の
設
立
な
ど
で
知
ら
れ

る
相
馬
雪
香
（
一
九
一
二
年
～
二
〇
〇
八
年
）
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
翻
訳
が
一
九
四
九
年
の
ハ
ー
シ
ー
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
の
翌
年
に
同
じ
出
版

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
も
考
え
る
と
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
詩
は
、
『
ヒ
ロ

左が『アメリカに落ちた爆弾』（一九五〇年）表紙。星条旗を模しているのであろう。右はHermann Hagedorn,

The Bomb that Fell on America (1946, 7th printing)の表紙。右の表紙のキノコ雲の上部にアメリカ合

衆国の地図らしきものが描かれていることがわかる（楠田剛士氏からご指摘いただいた）。 また、そのキノ

コ雲を大地からのびた手が握りしめているようにも見える。



52

シ
マ
』
出
版
の
余
波
の
中
で
、
谷
本
清
、
相
馬
雪
香
、
そ
し
て
法
政
大
学
出

版
局
を
中
心
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
日
本
社
会
に
翻
訳
紹
介
さ

れ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
こ
の
長
詩
は
谷
本
・
相
馬
・
法
政
大
学
出
版
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

は
違
う
場
所
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
英
米
文
学
・
語
学
・
研
究
教
育
者
の

た
め
の
雑
誌
『
英
語
青
年
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
九

年
六
月
号
（
第
九
五
巻
第
六
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
英
語
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

コ
ラ
ム
で
、
「
ふ
と
し
た
機
縁
で
此
の
書
を
作
者
か
ら
貰
っ
た
」（
三
七
頁
）

と
い
う
英
米
文
学
者
・
翻
訳
者
の
池
田
義
一
郎
（
一
八
九
九
年
～
不
明
）
が
、

こ
の
詩
を
か
な
り
詳
し
く
紹
介
し
つ
つ
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
に
手
紙
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
心
に
響
く
手
紙
だ
っ
た
、
目
下
谷
本
清
氏
か
ら
翻
訳
の
申
し
込
み
が

あ
る
云
々
の
返
事
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
同
上
）
。
ま
た
、
こ
れ
は
後

述
す
る
が
、
当
時
の
池
田
は
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
別
作
品
を
紹
介
翻
訳
し
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
翻
訳
に
付
さ
れ
た
「
著
者
小
伝
」
で
は
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち

た
爆
弾
』
も
紹
介
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
谷
本
・
相
馬
・
法
大
出

版
局
と
は
別
の
、
池
田
を
介
し
た
ル
ー
ト
で
も
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
長
詩
は
日

本
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
異
な
る
ル
ー
ト
を
つ

な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
が
Ｍ
Ｒ
Ａ
（M

oral
R
e-A
rm
em
ent

道
徳
再

武
装
運
動
）
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
し
、
一
九
五
〇
年
前

後
の
日
本
に
お
け
る
ハ
ゲ
ド
ー
ン
作
品
の
翻
訳
・
受
容
に
つ
い
て
基
本
的
な

事
実
を
記
述
し
、
そ
の
翻
訳
・
受
容
の
背
後
に
見
え
る
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
存
在
を
指

摘
す
る
こ
と
で
、
核
時
代
に
お
け
る
日
本
の
英
米
文
学
者
の
営
為
の
一
端
を

示
す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

二

『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
の
「
著
者
に
つ
い
て
」

本
稿
の
「
一

序
論
」
に
お
い
て
、
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
に
は
入

江
の
訳
文
の
他
に
、
谷
本
の
「
あ
と
が
き
」
と
相
馬
の
「
ハ
ゲ
ド
ー
ン
氏
の

こ
と
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
は
他
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
た
文
章
が
複
数
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
「
法
政
大
学
出
版
局
」
が
書
き
手

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
著
者
に
つ
い
て
」
（
一
五
四
～
一
五
五
頁
）
と
い
う

紹
介
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
経
歴
と
、
詩
全
体
の
ご
く
簡
潔
な

要
約
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
以
下
に
引
用
し
、
特
に
下
線
部
と
数
字
記
号
で

強
調
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
以
下
で
補
足
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

著
者
ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ゲ
ド
ー
ン
氏
（H

erm
ann

H
agedorn

）
は
一
八

八
二
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
七
年
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

を
出
て
外
遊
、
帰
国
後
一
時
教
職
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
詩
人
・
小

説
家
・
伝
記
作
者
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
芸
術
文
学
協
会
の

会
員
に
推
さ
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
伝
記
物
で
最
も
広
く
読

ま
れ
て
い
る
の
は
少
年
の
為
に
書
か
れ
た
「
シ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
伝
」
で
、
最
近
は
ア
フ
リ
カ
の
聖
者
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
を
描

い
た
「
荒
野
の
預
言
者
」（P

rophet
in
the
W
ilderness

）
を
出
し
た
。

し
か
し
彼
の
作
品
で
最
も
評
判
に
な
っ
た
の
は
叙
事
詩
「
ア
メ
リ

カ
に
落
ち
た
原
爆
」（T

he
B
om
b
that

F
ell
on
A
m
erica

）
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
七
十
七
頁
に
及
ぶ
長
詩
で
、
三
部
に
わ
か
れ
、
第
一
部
に
お

い
て
広
島
に
落
ち
た
爆
弾
は
ア
メ
リ
カ
に
も
落
ち
た
と
警
告
し
、
ア

メ
リ
カ
の
良
心
の
声
と
し
て
、
全
世
界
の
人
々
に
訴
え
て
い
る[

１]

。

次
い
で
ニ
ュ
ー
・
メ
キ
シ
コ
の
砂
漠
で
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
博
士
や
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フ
ェ
ル
ミ
博
士
等
の
原
子
学
者
が
多
数
集
ま
っ
て
、
最
初
の
原
爆
試

験
が
行
わ
れ
る
息
づ
ま
る
光
景
の
描
写[

２]

が
あ
り
、
第
二
部
は
ア

メ
リ
カ
の
良
心
を
代
表
す
る
詩
人
が
神
と
対
決
す
る
場[

３]

、
第
三

部
は
原
爆
に
よ
る
人
類
の
破
滅
を
救
う
た
め
に
は
、
魂
の
う
ち
に
潜

在
す
る
原
子
力
以
上
の
力
を
解
放
す
る
よ
り
外
は
な
い
と
説
き
、

「
原
子
力
は
此
の
世
で
一
番
強
い
か

否
、
唯
一
の
例
外
が
あ
る

そ
れ
は
人
間
の
魂
だ
！
」

と
結
ん
で
い
る[

４]

。
こ
の
叙
事
詩
は
ア
メ
リ
カ
戦
後
文
学
の
最
も

注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
国
内
に
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
、

す
で
に
十
版
を
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
著
者
は
今
人
間
の
魂
の
覚
醒

を
全
世
界
に
呼
び
か
け
て
活
発
な
行
動
を
展
開
し
て
い
る
「
オ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
の
最
も
有
力
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、

ま
た
Ｍ
・
Ｒ
・
Ａ
（
道
徳
復
興
運
動
）
の
熱
心
な
支
持
者
で
、
本
書
の

冒
頭
に
同
運
動
の
主
唱
者
ブ
ッ
ク
マ
ン
博
士
へ
の
献
辞
が
記
し
て
あ

る[

５]

の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
は
ハ
ー
シ
ー
著
「
ヒ
ロ
シ
マ
」（
米
国
ノ
ッ
フ
出
版
社
発

行
、
日
本
語
版
は
法
大
出
版
局
よ
り
発
行
）
の
主
人
公
で
あ
り
翻
訳
者
で

あ
る
谷
本
清
氏
が
「
あ
と
が
き
」
で
書
い
て
お
ら
れ
る
通
り
の
経
緯
で
、

著
者
ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ゲ
ド
ー
ン
氏
の
特
別
の
好
意
に
よ
り
出
版
さ
れ
た

も
の
で
、
翻
訳
に
際
し
て
は
訳
者
の
入
江
法
政
大
学
教
授
、
学
習
院
大

学
教
授
野
上
茂
吉
郎
お
よ
び
相
馬
雪
香
夫
人
に
一
方
な
ら
ぬ
お
骨
折
り

を
頂
い
た
。
ち
な
み
に
本
書
の
印
税
は
全
部
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
並
び

に
広
島
ピ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
下
線
部
と
数
字
記
号
は
本
稿
の
筆
者
（
齋
藤
）
に
よ
る
も
の
）

第
一
段
落
の
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
略
歴
に
つ
い
て
、
す
で
に
「
一

序
論
」
で

記
述
し
た
と
お
り
、
一
九
六
四
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

第
二
段
落
は
ハ
ゲ
ド
ー
ン
作
品
の
要
約
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
ゲ
ド
ー
ン
作

品
の
第
一
部
、
下
線
部[

１]

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
一

序
論
」
で
あ
る

程
度
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
下
線
部[

２]

の
「
息
づ

ま
る
光
景
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
第
九
章
で
ハ
ゲ
ド
ー
ン
は
「
二
十
分
前
」

（
二
六
頁
）
か
ら
「
カ
ー
ン
」（
四
六
頁
）

―
爆
発
の
瞬
間
の
表
現

―
ま

で
、
一
分
ご
と
の
（
最
後
は
一
五
秒
単
位
で
の
）
時
報
の
あ
と
に
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
関
係
者
の
原
子
力
へ
期
待
や
恐
れ
の
言
葉
な
ど
を
挿
入
し
て
い
る
。

下
線
部[

３]

、
作
品
の
第
二
部
に
つ
い
て
は
、「
神
」
に
会
い
に
来
た
「
私
」

（
「
ア
メ
リ
カ
の
良
心
」
）
に
対
す
る
「
神
」
の
言
葉
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

「
私
は
お
前
に
霊
を
授
け
た
」
と
神
は
叫
ん
だ
、
「
そ
れ
な
の
に
、
下

界
に
下
り
て
手
品
の
種
を
使
え
と
私
に
頼
む
の
か
。

原
子
を
微
塵
に
破
壊
し
た
面
々
は
、
こ
の
私
に
、
雷
を
ひ
っ
さ
げ
て
下

界
に
下
り
て
、
核
を
た
た
き
割
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
ど
と
、
頼
み

に
来
は
し
な
か
っ
た
。

あ
の
連
中
は
、
原
子
の
中
に
力
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
力
の
解
放

に
着
手
し
た
。

電
子
を
乗
越
し
、
核
を
砕
き
、
使
用
を
ま
っ
て
い
た
力
を
解
放
し
て
、

仕
事
は
済
ん
だ
。

彼
等
は
成
功
し
、
ニ
ュ
ー
・
メ
キ
シ
コ
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
を
震
撼

し
た
。
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人
間
の
霊
の
中
に
は
力
が
あ
る
」
と
神
は
云
っ
た
。

「
お
前
が
そ
れ
を
破
壊
し
解
放
す
る
な
ら
ば
。

原
子
力
と
お
な
じ
よ
う
な
力
、

原
子
力
よ
り
も
強
い
力
、

原
子
力
を
統
制
す
る
力
、

そ
れ
が
出
来
る
も
の
は
外
に
な
い
。

唯
一
つ
の
も
の
を
除
い
て
は
、
原
爆
が
最
大
の
力
だ
と
云
っ
た
が
、

そ
の
一
つ
の
も
の
と
は
人
間
の
霊
だ
。

し
か
し
」
と
神
は
続
け
た

―
満
点
の
星
は
じ
っ
と

佇

ん
で
聞
き
澄

た
た
ず

ま
し
て
い
る
ら
し
い

―

「
こ
の
力
は
解
放
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
な
の
だ
、
丁
度
、
原
爆
を

マ

マ

破
壊
し
た
連
中
が
原
子
力
を
解
放
し
た
よ
う
に
。

核
に
包
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
足
す
る
た
め
に
は
、
彼
ら
は
電
子
層

を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

人
間
の
霊
に
包
ま
れ
た
力
を
解
放
す
る
た
め
に
は
、
私
は
幾
多
の
自
我

の
層
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
後
略
）
」

（
第
二
部
第
一
章
、
七
一
～
七
三
頁
）
(7)

こ
の
引
用
は
第
二
部
に
お
け
る
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
か
な
り
明

確
に
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
関
わ
っ
た
人
々
は
「
原

子
力
」
を
解
放
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
強
い
も
の
は
「
人
間
の
霊
」
で
あ
る
、

し
か
し
そ
れ
は
「
幾
多
の
自
我
の
層
を
乗
り
越
え
」
な
く
て
は
解
放
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
こ
の
第
二

部
と
次
の
第
三
部
で
変
奏
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

下
線
部[

４]

、
つ
ま
り
作
品
の
第
三
部
に
は
、
第
二
部
で
は
出
て
こ
な
か

っ
た
言
葉
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

そ
の
時
、
そ
の
刹
那
、
全
ア
メ
リ
カ
の
声
が
、

か
す
か
に
、
悲
し
そ
う
に
、
悩
む
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
き
た
、

「
も
し
我
々
の
生
命
が
、
頼
み
に
な
る
何
か
の
根
拠
を
持
ち
さ
え
す
れ

ば
、
あ
の
原
爆
の
処
理
く
ら
い
出
来
る
ん
だ
が
。
」

二わ
が
身
も
思
い
悩
み
、
声
を
上
げ
て
神
を
呼
べ
ば
、
神
は
来
た
。

「
神
様
私
に
何
が
出
来
ま
し
ょ
う
、
」
私
は
神
に
訴
え
た
、
「
誰
に
何
が

出
来
ま
し
ょ
う
。
」

神
は
一
と
言
、
唯
一
と
言
、
「
改

変
せ
よ
」
と
云
っ
た
。

チ
ェ
ン
ジ

「
何
故
私
に
、
改
変
せ
よ
、
と
云
わ
れ
ま
す
か
。
あ
な
た
の
手
に
、
こ

の
手
を
お
あ
ず
け
し
た
私
で
す
の
に
。
」

「
お
前
の
手
だ
け
で
は
不
足
だ
。
私
は
お
前
の
命
が
欲
し
い
。
」

私
の
身
体
の
中
で
、
何
か
が
じ
ん
と
冷
え
た
、
だ
が
神
は
微
笑
し
た
。

、
、

「
お
前
た
ち
は
み
ん
な
同
じ
だ
。
じ
た
ば
た
す
る
が
、

十
中
八
九
、
悟
り
が
開
け
て
私
に
つ
い
て
来
る
の
だ
。

妻
君
と
同
じ
よ
う
に
、
お
前
は
大
掃
除
が
好
き
じ
ゃ
な
い
。

だ
が
、
春
と
も
な
れ
ば
妻
君
は
大
掃
除
を
す
る
。
お
前
も
や
は
り
そ
う

す
る
だ
ろ
う
。
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お
前
の
忿
怒
、
不
信
、
憎
悪
、
卑
猥
、
恐
怖
を
、
炉
や
裏
庭
で
ご
み
屑

、
、

を
焼
く
よ
う
に
、
焼
き
捨
て
る
だ
ろ
う
。
」

「
私
の
大
掃
除
と
、
ア
メ
リ
カ
と
何
の
関
係
が
あ
る
の
か
し
ら
。
」

「
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
人
な
の
だ
。
お
前
の
よ
う
な
人
の
集

り
だ
。
お
前
が
改
変
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
も
改
変
す
る
だ
ろ
う
。

彼
ら
が
一
と
た
び
改
変
し
た
ら
、
あ
の
原
爆
の
使
い
方
も
解
る
だ
ろ

う
。
」

は
る
か
な
星
の
群
の
中
で
、
時
計
の
カ
チ
カ
チ
鳴
る
音
が
聞
え
、

死
の
神
は
「
…
…
分
前
、
…
…
分
前

―
」
と
云
い
つ
づ
け
た
。

（
第
三
部
第
一
章
～
第
二
章
、
九
七
～
九
九
頁
）
(8)

こ
の
引
用
で
特
に
注
目
す
べ
き
言
葉
は
「
改

変
」
で
あ
る
。「
私
」
も
、「
私
」

チ
ェ
ン
ジ

の
よ
う
な
人
々
の
集
団
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
も
、
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
原
子

爆
弾
の
対
処
に
苦
慮
し
て
い
る
。
そ
こ
で
必
要
な
の
は
「
改

変
」
で
あ
り
（
ア

チ
ェ
ン
ジ

メ
リ
カ
の
）
「
大
掃
除
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
改

変
」
は
ア
メ
リ
カ
の
み

チ
ェ
ン
ジ

な
ら
ず
全
人
類
が
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
ゆ
く
。

こ
の
詩
が
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島
市
へ
の
原
爆
投
下
を
率
直
に
批
判
し
、

そ
れ
を
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
責
任
を
明
示
し
、
責
任
者
た
る
ア
メ
リ
カ
（
そ

し
て
人
類
）
の
精
神
的
変
革
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
二
部
と
第
三
部
で
語
ら
れ
る
変
革
（
「
改
変
」
）
へ
の
訴
え
は
、

「
著
者
に
つ
い
て
」
の
引
用
の
下
線
部[

５]

で
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ハ
ゲ
ド
ー
ン
も
積
極
的
に
関
っ
て
い
た
Ｍ
Ｒ
Ａ
が
掲
げ
て
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
関
係
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
た
め
に
、
『
日
本
大
百

科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）
』
電
子
版
の
矢
澤
修
次
郎
に
よ
る
記
事
を
引
用
す
る
。

Ｍ
Ｒ
Ａ
運
動

道
徳
再
武
装M

oral
R
e-A
rm
am
ent

運
動
の
略
。
第
一

次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
家
ブ
ッ
ク
マ
ン
が
提
唱
し
、
彼

の
影
響
下
に
あ
っ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
を
中
心
的
主

体
に
し
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た

運
動
で
あ
っ
た
。
当
初
は
道
徳
再
武
装
と
い
う
名
称
を
掲
げ
て
は
い

な
か
っ
た
が
、
し
だ
い
に
そ
の
名
称
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
絶

対
正
直
、
絶
対
純
潔
、
絶
対
無
私
、
絶
対
愛
と
い
う
四
つ
の
信
条
を

掲
げ
て
、
人
種
、
宗
教
、
階
級
、
国
籍
を
超
え
た
道
徳
的
和
合
を
説

く
、
宗
教
的
、
倫
理
的
、
精
神
的
色
彩
の
濃
い
平
和
運
動
で
あ
る
。

そ
れ
な
る
が
ゆ
え
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
契
機
と
し
て
高
揚
し
た
世

界
的
な
反
戦
平
和
運
動
、
学
生
運
動
に
対
抗
し
批
判
す
る
運
動
を
展

開
し
て
注
目
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
保
守
的
な
性
格
も
指
摘
さ
れ
た
。

二
〇
〇
一
年
に
名
称
を
Ｍ
Ｒ
Ａ
か
ら
Ｉ
Ｃ
（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
ス
・
オ

ブ
・
チ
ェ
ン
ジInitiatives

of
C
hange

）
に
変
更
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、

各
国
支
部
の
運
動
を
束
ね
る
と
と
も
に
、
国
際
連
合
や
欧
州
評
議
会

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る

。
(9)

な
お
、
矢
澤
は
「
保
守
的
な
性
格
も
指
摘
さ
れ
た
」
と
い
う
表
現
に
と
ど

め
て
い
る
が
、
宮
本
百
合
子
は
「
再
武
装
す
る
の
は
何
か

―
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
つ

い
て
」（
一
九
五
一
年
）
と
い
う
文
章
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
こ
の
運
動
に
関

わ
る
人
々
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る

。
宮
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
運
動
は
宗

(10)

教
運
動
か
ら
社
会
運
動
へ
、
具
体
的
に
は
労
使
協
調
路
線
を
打
ち
出
し
た
お
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か
げ
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
で
勢
力
を
増
し
た
が
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
思
想
と
親
和
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
、
戦
後
は

そ
の
反
共
主
義
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
団
体
の
大
会
に
片

山
哲
（
元
首
相
、
一
八
八
七
年
～
一
九
七
八
年
）
が
参
加
し
た
こ
と
は
厳
し
く

批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宮
本
が
触
れ
て
い
る
片
山

哲
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
大
会
参
加
は
、
当
時
の
新
聞
、
例
え
ば
一
九
四
九
年
五
月
一
〇

日
付
の
『
朝
日
新
聞
』（
東
京：

朝
刊
、
一
頁
）
の
「
片
山
委
員
長
へ
Ｍ
・
Ｒ
・

Ａ
か
ら
招
聘
」
と
い
う
記
事
に
始
ま
る
、
片
山
自
身
の
手
記
も
含
め
た
一
連

の
報
道
で
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
片
山
だ
け
で
は
な
く
、
宮
本
が
い
う
と
こ

ろ
の
「
労
使
協
調
路
線
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
日
本
代
表
団
の
ス
イ
ス
訪
問

に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
の
研
究
書
を
執
筆
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
サ
ッ

ク
も
記
し
て
い
る

。
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
の
日
本
語
訳
が
出
版

(11)

さ
れ
た
一
九
五
〇
年
前
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
宮
本
か
ら
批

判
が
出
る
位
に
は
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
ば
か
り
か
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
が

日
本
の
超
党
派
的
な
運
動
と
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
覚
え
て
お
き
た

い
。こ

こ
で
矢
澤
の
引
用
に
戻
る
が
、
こ
の
引
用
で
重
要
な
の
は
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
四

つ
の
信
条
の
一
つ
で
あ
る
「
絶
対
無
私
」
と
、
名
称
変
更
後
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
「
チ
ェ
ン
ジ
」
へ
の
志
向
で
あ
る
。「
絶
対
無
私
」
と
い
う
個
人
主
義

へ
の
懐
疑
と
、
矢
澤
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
人
種
、
宗
教
、
階
級
、
国
籍
を
超
え

た
道
徳
的
和
合
」
へ
の
訴
え
は
、『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
第
二
部
の
「
人

間
の
霊
に
包
ま
れ
た
力
を
解
放
す
る
た
め
に
は
、
私
は
幾
多
の
自
我
の
層
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
セ
ン
テ
ン
ス
と
呼
応
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「
チ
ェ
ン
ジ
」
は
こ
の
作
品
の
第
三
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
著

者
に
つ
い
て
」
の
引
用
の
下
線
部[

５]

を
念
頭
に
置
け
ば
、
こ
の
作
品
に
お
い

て
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
思
想
は
重
要
な
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

。
(12)

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
「
著
者
に
つ
い
て
」
の
み
な
ら
ず
、
「
あ

と
が
き
」（
谷
本
清
）
、「
ハ
ゲ
ド
ー
ン
氏
の
こ
と
」（
相
馬
雪
香
）
の
ど
ち
ら
も
、

ハ
ゲ
ド
ー
ン
な
ら
び
に
こ
の
作
品
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
の
関
係
を
語
っ
て
い
る
。

谷
本
は
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
一
九
四

八
年
の
米
国
講
演
旅
行
の
途
中
、
ア
ト
ラ
ン
タ
市
の
エ
モ
リ
ー
大
学
（
谷
本
の

母
校
）
で
の
講
演
に
お
い
て
、
聴
衆
の
一
人
か
ら
こ
の
作
品
を
受
け
取
り
、
こ

れ
を
「
真
剣
な
懺
悔
の
心
を
表
し
た
詩
」「
ア
メ
リ
カ
の
良
心
の
叫
び
」（
一
四

七
頁
）
と
評
価
し
て
、
作
者
の
ハ
ゲ
ド
ー
ン
と
文
通
を
始
め
、
翌
一
九
四
九
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
「
テ
オ
ド
ー
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
記
念
館
」
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
ハ
ゲ
ド
ー
ン
と
面
会
し
た
の
だ
が
、

渡
欧
の
理
由
に
つ
い
て
訪
ね
た
谷
本
に
対
し
て
、「「
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
道
徳
復
興
運
動
）

大
会
に
出
席
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。」
と
氏
は
答
え
た
」（
一
四
八
頁
）
と
い
う
。

そ
し
て
「
こ
れ
で
私
も
氏
の
「
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
」
を
書
い
た
精
神

的
背
景
が
読
め
た
よ
う
な
気
が
し
た
」（
同
上
）
と
明
記
し
て
い
る
。

相
馬
は
、
一
九
三
一
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
ハ
ゲ
ド
ー
ン
と
会
っ
た

際
に
「
日
本
の
俳
句
に
興
味
を
よ
せ
て
、
十
七
節
の
詩
を
弄
し
て
お
ら
れ
た
」

（
一
五
一
頁
）
こ
と
、
そ
し
て
「
凡
て
の
国
、
凡
て
の
民
族
、
凡
て
の
階
級
、

宗
派
の
違
い
、
な
ど
凡
ゆ
る
差
異
を
の
り
越
え
て
世
界
を
一
つ
に
、
そ
し
て

真
の
平
和
に
導
こ
う
と
い
う
、
大
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ
て
、
現
在
世
界

の
数
十
カ
国
に
力
強
く
運
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｍ
・
Ｒ
・
Ａ
の
精
神
に
共
鳴

し
、
そ
の
為
に
働
い
て
お
ら
れ
る
」
（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
相

馬
は
、
「
最
初
に
「
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
」
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
四
年

目
に
改
訂
版
が
出
て
、
第
三
部
は
全
部
書
き
直
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
間
に

著
者
は
ス
イ
ス
に
開
か
れ
た
Ｍ
・
Ｒ
・
Ａ
の
世
界
大
会
に
出
席
し
て
再
度
の
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深
い
改

変
を
体
験
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
（
一
五
二
頁
）
、
「
こ
の
詩
を
貫
く
思

チ
ェ
ン
ジ

想
は
、
第
三
部
の
終
に
出
て
く
る
「
個
人
の
改

変
、
絶
対
の
道
徳
標
準
、

チ
ェ
ン
ジ

そ
し
て
神
の
導
き
」
の
こ
の
三
点
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
世
界
の
再
造
で
あ
る
」

（
一
五
二
～
一
五
三
頁
）
と
記
し
て
、
作
者
並
び
に
作
品
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
の
関

係
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
は
、
そ
の
作
品

自
体
が
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
影
響
を
強
く
う
け
た
作
品
で
あ
り
、
谷
本
や
相
馬
、
そ
し
て

出
版
元
の
法
政
大
学
出
版
局
も
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
の
関
係
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
は
、

こ
の
作
品
の
日
本
に
お
け
る
受
容
を
考
え
る
際
に
重
要
な
事
実
で
あ
ろ
う
。

三

池
田
義
一
郎
に
よ
る
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
紹
介

以
上
、
こ
の
昨
品
が
、
谷
本
・
相
馬
・
法
政
大
学
出
版
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
経
由
し
て
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
の
関
係
を
強
調
し
た
上
で
日
本
に
導
入
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
た
が
、
す
で
に
「
一

序
章
」
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
池
田
義
一

郎
に
よ
っ
て
も
紹
介
さ
れ
た
。

池
田
に
つ
い
て
の
経
歴
や
業
績
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ハ
ゲ
ド
ー
ン
作
品
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
ま
だ
調
査
が
不
十
分
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
わ
か
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
。
ま
ずcinii

books

で
池
田
の
著
作
の
出
版
年
の

古
い
も
の
か
ら
検
索
す
る
と
、L

.
A
.
L
yall,

C
hina

の
注
釈
書
（
一
九
三
九

年
）
、H

erbert
A
.
G
iles,

The
C
ivilization

of
C
hina

の
注
釈
書
（
一
九
四
一

年
）
、B

enjam
in
F
ranklin,

T
he
A
utobiography

of
B
enjam

in
F
ranklin

の

注
釈
書
（
一
九
四
七
年
）
と
い
っ
た
書
籍
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

お
そ
ら
く
学
習
参
考
書
で
あ
ろ
う
『
最
新
英
語
綜
合
問
題
の
解
き
方
』
（
一

九
四
八
年
）
の
編
者
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

興
味
深
い
の
は
、cinii

books

で
の
検
索
結
果
に
よ
れ
ば
一
九
四
九
年
と

一
九
五
〇
年
に
池
田
が
以
下
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

〈
１
〉
ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
ゲ
ド
ー
ン
『
ア
メ
リ
カ
人
物
誌
』
池
田
義
一

マ

マ

郎
訳
、
上
下
巻
（
大
阪
教
育
図
書
、
一
九
四
九
年
）
(13)

〈
２
〉H

erm
ann

H
agedorn,

A
m
ericans:

a
book

of
lives

(
introduction

and
notes

by
G
.
Ikeda ),

O
saka

K
yoiku

T
osho,

1949

〈
３
〉
池
田
義
一
郎
『
新
し
い
英
語
問
題
の
学
び
方
』
共
栄
出
版
社
、

一
九
四
九
年

〈
４
〉
ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
ゲ
ド
ー
ン
『
ア
メ
リ
カ
人
群
像
』
池
田
義
一

マ

マ

郎
訳
、
上
中
巻
（
大
阪
教
育
図
書
、
一
九
五
〇
年
）
(14)

こ
れ
ら
四
点
の
う
ち
、
〈
２
〉
は
〈
１
〉
と
〈
４
〉
の
作
業
の
副
産
物
と

思
わ
れ
る
教
科
書
で
あ
り
、
〈
３
〉
は
英
語
学
習
参
考
書
な
の
で
こ
こ
で
は

詳
述
し
な
い
。
〈
１
〉
は
伝
記
作
家
ハ
ゲ
ド
ー
ン
に
よ
る
啓
蒙
的
な
人
物
伝

で
あ
り
、
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
ホ
ー
ン
・
ク
レ
メ
ン
ズ
（
マ
ー
ク
・
ト
ゥ

エ
イ
ン
）
」
、
「
オ
リ
ヴ
ァ
・
ウ
エ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ
」
、
「
ト
マ
ス
・
ア
ル

ヴ
ァ
・
エ
ヂ
ス
ン
」
、
「
ル
ー
サ
ー
・
バ
ー
バ
ン
ク
」
、
「
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
」
と
い
っ
た
人
々
の
経
歴
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
４
〉

も
〈
１
〉
と
同
様
の
啓
蒙
書
な
の
で
詳
細
は
省
略
す
る
。

こ
れ
ら
の
訳
書
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
が
二
点
あ
る
。
一
点
目
は
、
こ
れ

ら
の
訳
書
の
裏
表
紙
に
は
「
第
一
回
翻
訳
許
可
書
」
と
い
う
文
字
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
訳
書
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
米
軍
占
領

下
の
対
日
文
化
政
策
の
中
で
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
点
目
は
、〈
１
〉
と
〈
４
〉
の
そ
れ
ぞ
れ
に
（
池
田
が
書
い
た
も
の
か
ど
う
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か
は
わ
か
ら
な
い
、
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
と
内
容
か
ら
な
る
）
「
著
者
小
伝
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

。
こ
の
文
章
は
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
（
池
田
の
表
記

(15)

は
「
ハ
ー
ゲ
ド
ー
ン
」
）
の
略
歴
を
示
し
つ
つ
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
名
声
は
『
ア

メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
に
あ
る
こ
と
、
「
此
の
叙
事
詩
は
ア
メ
リ
カ
戦
後
文

学
の
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
国
内
に
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し

た
」（
五
頁
）
こ
と
、
そ
し
て
ハ
ゲ
ド
ー
ン
が
「
今
人
間
の
魂
の
覚
醒
を
全
世

界
に
呼
び
か
け
て
活
発
な
行
動
を
見
せ
て
い
る
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
ー

プ
」
の
最
も
活
発
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
」（
同
上
）
と
結
ん
で
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
が
一
九
三
〇
年
代
後

半
に
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
名
称
を
変
更
す
る
と
こ
ろ
の
、
ブ
ッ
ク
マ
ン
率
い
る
運
動
と

深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
池
田
は
『
英
語
青
年
』

の
記
事
で
は
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
ア

メ
リ
カ
人
物
伝
三
冊
の
「
著
者
小
伝
」
は
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
関
係

に
少
な
く
と
も
間
接
的
に
は
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
池
田

に
よ
る
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
の
紹
介
が
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、

本
稿
の
「
二
」
で
論
じ
た
谷
本
・
相
馬
・
法
政
大
学
出
版
局
に
よ
る
『
ア
メ

リ
カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
の
翻
訳
紹
介
と
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
い
う
一
点
に
お
い
て
共

通
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

四

結
論
と
今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、H
erm
ann

H
agedorn,

T
he
B
om
b
that

F
ell
on
A
m
erica

（
初

版：

一
九
四
六
年
、
改
訂
版
一
九
五
〇
年
）
が
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
広
島
市

へ
の
原
爆
投
下
を
真
正
面
か
ら
批
判
し
た
作
品
で
あ
り
、
保
守
的
な
政
治
運

動
で
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
の
関
わ
り
の
中
で
執
筆
・
加
筆
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
が
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た

爆
弾
』
と
し
て
一
九
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
の
翻
訳
出

版
と
は
別
に
池
田
に
よ
っ
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
際
、

ど
ち
ら
の
ル
ー
ト
に
関
わ
っ
た
人
々
も
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
ハ
ゲ

ド
ー
ン
の
作
品
を
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
語
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
米
軍
に
よ
る
占
領
統
治
の
末
期
に
、
ハ
ー
シ
ー
『
ヒ
ロ
シ
マ
』

の
翻
訳
出
版
（
一
九
四
九
年
）
に
続
い
て
世
に
出
た
ハ
ゲ
ド
ー
ン
『
ア
メ
リ

カ
に
落
ち
た
爆
弾
』
の
日
本
語
訳
（
一
九
五
〇
年
）
は
、
作
品
自
体
も
紹
介

受
容
の
さ
れ
方
も
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
の
運
動
と
の
関
係

が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
あ
ら
た
め
て
議
論
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

注

H
erm
ann

H
agedorn,

T
he
B
om
b
that

F
ell
on
A
m
erica. (C

alifornia:
P
acific

1C
oast

P
ublishing

C
om
pany,

1946
).

本
稿
で
原
文
を
参
照
す
る
と
き
に
は
、
私

の
手
元
に
あ
る“

7th
printing

”

（
一
九
四
六
年
七
刷
版
）
を
参
照
し
た
（
な

お
、H

erm
ann

H
agedorn,

T
he
B
om
b
that

F
ell

on
A
m
erica,

new
revised

edition
(N
ew

Y
ork:

A
ssociation

P
ress,

1950
)

と
い
う
版
が
あ
り
、
入
江
訳
は

こ
の
一
九
五
〇
年
版
を
用
い
た
翻
訳
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇

日
現
在
、
こ
の
版
を
筆
者
（
齋
藤
）
は
精
査
し
て
い
な
い
の
で
、
別
稿
に
て
検
討

し
所
見
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
）
。
な
お
入
江
訳
に
は
、
ハ
ゲ
ド
ー
ン
の
「
日

本
語
版
序
文
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
詩
の
第
一
部
、
第
二
部
、

脱
稿
の
後
四
年
を
経
て
書
い
た
新
作
第
三
部
」（
「
目
次
」
に
は
一
頁
と
あ
る
が
、

実
際
に
は
ノ
ン
ブ
ル
な
し
）
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
「
新
作
第
三
部
」
を
含

ん
だ
「
一
九
五
〇
年
版
」
が
単
行
本
の
形
で
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ゲ
ド
ー
ン
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
入
江
直
佑
訳
、
法

2
政
大
学
出
版
局
、
一
九
五
〇
年
。
以
下
本
文
中
の
頁
番
号
等
は
こ
の
版
に
依
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
一
九
八
六
年
に
は
同
じ
出
版
社
、
同
じ
訳
者
に
よ
っ
て
改

訳
が
出
て
い
る
（
『
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
た
原
爆
』
改
版
、
入
江
直
佑
訳
、
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）
。
一
九
五
〇
年
の
翻
訳
と
は
訳
文
が
多
少
異
な

る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
の
指
摘
は
し
な
い
。

A
bom

b
fell

on
H
iroshim

a. (
1:1,

p.7
)

以
下
、
参
考
の
た
め
に
、
注
（
１
）

3
で
示
し
た
一
九
四
六
年
七
刷
版
か
ら
英
語
の
原
文
を
引
用
す
る
が
、
こ
の
箇
所

に
関
し
て
言
え
ば
、
翻
訳
の
「
忘
れ
は
す
ま
い
」
に
該
当
す
る
言
葉
は
、
一
九

四
六
年
七
刷
版
に
は
な
い
。

T
he
bom

b
that

fell
on
H
iroshim

a
fell

on
A
m
erica

too. (
1:3,

p.9
)

4

It
dropped

on
people.

/
It
did

not
dissolve

their
bodies,

/
B
ut
it
dissolved

5som
ething

vitally
im
portant

to
the

greatest
of
them

,
and

the
least.

/
W
hat

it

dissolved
w
ere
their

links
w
ith
the
past

and
w
ith
the
future. (

1:4,
pp.10-11

)

W
ho
loosed

this
terror

upon
m
ankind?

/
W
e
know

,
and

the
w
orld

know
s.

6/
It
is
A
m
erica,

[

…]
/
A
m
erica

loosed
the

bom
b
that

killed
a
hundred

thousand
people

in
H
iroshim

a
and

shook
the

foundations
of
the

w
orld.

(1:6,
p.12,

pp.13-14
)

“
I
have

given
you

a
soul, ”

cried
the

L
ord, “

and
you

ask
M
e
to
com

e

7dow
n
and

do
a
m
agician's

trick!
/
T
he
people

w
ho
sm
ashed

the
atom

didn't

beg
M
e
to
com

e
w
ith
a
thunderbolt

and
split

the
nucleus

for
them

.
/
T
hey

knew
that

there
is
pow

er
in
the

atom
and

they
set
to
w
ork

to
release

it.
/

T
hey

succeeded,
and

shook
not

only
N
ew
M
exico,

they
shook

the
w
orld.

/

A
ll
they

had
to
do
w
as
to
get

past
the

electrons,
crack

the
nucleus,

and

release
the
pow

er
w
aiting

to
be
used.

“
T
here

is
pow

er
in
the

hum
an
soul, ”

said
the

L
ord,

/ “
W
hen

you
break

through
and

set
it
free.

/
L
ike

the
pow

er
of
the

atom
.
/
M
ore

pow
erful

than

the
atom

,
/
It
can

control
the

atom
,
/
T
he
only

thing
in
the

w
orld

that
can.

/

I
told

you
that

the
atom

is
the

greatest
force

in
the

w
orld,

save
one.

/
T
hat

one
is
hum

an
soul.

“
B
ut, ”

said
the

L
ord

―

and
the

stars
in
the

sky
seem

ed
to
stand

still

and
listen

―

/ “
T
he

pow
er
m
ust

be
released,

as
the

atom
-breakers

released
the

pow
er
of
the

atom
.
/
T
hey

had
to
get

past
the

electrons
to
get

at
the

energy
packed

in
the

nucleus.
/
A
nd
I
have

to
get

past
a
deal

of
ego

to
release

the
pow

er
that

is
packed

in
the

soul
of
m
an.

[

…]
”
(2:1,

pp.38-39
)

な
お
、
訳
文
中
に
は
「
原
爆
を
破
壊
し
た
連
中
」
と
あ
る
が
、
原

文
の
該
当
箇
所
は

"the
atom

-breakers"

な
の
で
、
本
来
は
「
原
子
（
核
）
を

破
壊
し
た
連
中
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
六
年
七
刷
版
に
該
当
箇
所
は
な
い
。

8

矢
澤
修
次
郎
「
Ｍ
Ｒ
Ａ
運
動
」
、
『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）
』
電
子

9
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
一
五
年
（JapanK

now
ledgeL

ib

で
検
索
。

http://japanknow
ledge.com

/lib/display/?lid=
1001000033107

最
終
閲
覧：

二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
）
。
な
お
、
本
稿
の
書
式
に
合
わ
せ
て
数
字
は
漢
数

字
に
直
し
た
。

宮
本
百
合
子
「
再
武
装
す
る
の
は
何
か

―
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
」
、
初
出：

宮

10
本
百
合
子
『
平
和
を
わ
れ
ら
に
』
（
宮
本
百
合
子
文
庫
）
岩
崎
書
店
、
一
九
五

一
年
、
定
本：

『
宮
本
百
合
子
全
集
』
第
一
六
巻
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八

〇
年
、
四
二
六
～
四
二
九
頁
。

D
aniel

S
ack,

M
oral

R
e-A
rm
am
ent:

T
he
R
einventions

of
an

A
m
erican

11R
eligious

M
ovem

ent
(
N
ew

Y
ork:

P
algrave

M
acm

illan,
2009

)

に
は
以
下
の



60

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。“

M
R
A
put

a
lot

of
energy

into
A
sia

as
w
ell.

K
ensuke

H
orinouchi,

w
ho
had

m
et
M
R
A
in
W
ashington

before
the

w
ar,

led
a
Japanese

delegation
to
C
aux

in
1948.

H
e
offered

apologies
on
behalf

of
the

delegation
and

all
Japanese

people
for
all
the

w
rong

they
had

done.

T
he

sum
m
er
of

1950
saw

the
grandly

nam
ed “

Japanese
Ideological

M
ission

to
the

W
orld

A
ssem

bly
for

M
oral

R
e-A
rm
am
ent

and
the

W
estern

D
em
ocracies. ”

T
he
74-m

em
ber

group
included

parliam
entarians,

m
ayors

of

cities
including

H
iroshim

a
and

N
agasaki,

labor
and

industrial
leaders,

and

young
people.

T
hey

visited
C
aux

and
other

sites
in
E
urope,

as
w
ell
as
N
ew

Y
ork,

W
ashington,

M
ackinac,

and
C
alifornia. ”

(p.154 )

（
筆
者
（
齋
藤
）

注：
C
aux

は
ス
イ
ス
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
本
部
が
あ
っ
た
場
所
。
）

入
江
訳
に
掲
載
さ
れ
た
「
献
辞
」
を
引
用
し
て
お
く
。「
ま
す
ま
す
強
力
な
、

12
い
よ
い
よ
説
得
力
の
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
掲
げ
て
／
好
戦
的
な
物
質
万
能

主
義
の
勢
力
に
拮
抗
す
る
／
フ
ラ
ン
ク
・
Ｎ
・
Ｄ
・
ブ
ッ
ク
マ
ン
に
／
捧
ぐ
」

（
「
第
一
部
」
の
直
前
、
ノ
ン
ブ
ル
な
し
）
。
な
お
、
一
九
四
六
年
七
刷
版
の

“
A
C
K
N
O
W
L
E
D
G
E
M
E
N
T
”

（P
A
R
T
I

の
直
前
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）

も
参
考
ま
で
に
全
部
引
用
す
る
。“
S
ince

“
T
he

B
om
b
T
hat

F
ell

on

A
m
erica

”
w
as
first

published,
the

author
has

had
occasion

to
learn

that

w
ords

of
praise,

generally
the

m
ost

edible
of
m
anna,

m
ay
stick

in
the

throat,
and

burn.
F
or
he
has

been
given

credit
for
certain

insights
w
hich

he

w
as
able

to
draw

from
subterranean

springs
only

because
of
the

bucket
put

in
his

hands
by
D
orothea

and
E
ric
P
arfit,

A
lan

T
hornhill,

A
ndrew

S
trang,

“
B
unny

”
A
ustin,

M
ary

H
agedorn,

and
other

friends,
w
orking

for

M
oral

R
e-A
rm
am
ent

here,
there

and
elsew

here.
H
e
is
glad

of
the

chance
to

say
how

m
uch

he
ow
es
these

spurs
of
G
od
in
the

flanks
of
a
torpid

w
orld.

/
W
hat

he
ow
es
his

w
ife
and

som
e
of
her

friends
runs

all
the

w
ay
from

fundam
ental

conceptions
of
D
eity

to
so
m
undane

but
useful

a
m
atter

as

gathering
a
first

audience
for

a
poem

in
w
hich

they
believed. ”

（
下
線
は

筆
者
（
齋
藤
）
に
よ
る
も
の
。
）
以
上
二
つ
の
引
用
か
ら
、
こ
の
作
品
が
Ｍ
Ｒ

Ａ
の
思
想
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

た
だ
し
、
下
巻
は
、
私
の
調
査
し
た
限
り
で
は
日
本
国
内
の
図
書
館
に
収
蔵

13
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
に

依
頼
し
た
追
加
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
下
巻
は
実
際
に
は
出
版
さ
れ
て

い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
、
筆
者
（
齋
藤
）
は
推
測
し
て
い
る
。

日
本
国
内
の
図
書
館
に
は
上
巻
と
中
巻
は
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
下
巻
は
見

14
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
も
注
（

）
と
同
様
の
経
緯
で
、
下
巻
は
出
版
さ
れ
ず
に

13

終
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
し
て
い
る
。

ハ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
ゲ
ド
ー
ン
『
ア
メ
リ
カ
人
物
誌
』
、
四
～
五
頁
。
な
お
、
同

マ

マ

15
じ
文
章
が
『
ア
メ
リ
カ
人
群
像
』
上
巻
と
中
巻
の
四
～
五
頁
に
、
あ
た
か
も
テ

ン
プ
レ
ー
ト
の
よ
う
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

付
記

本
稿
は
国
際
学
会
「
核
・
原
爆
と
表
象
／
文
学

―
原
爆
文
学
の
彼
方

へ

―
」
（
主
催：

科
学
研
究
費
（
基
盤
Ｂ
）
「
核
・
原
爆
と
表
象
／
文
学
に

関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
代
表：

川
口
隆
行
）
、
原
爆
文
学
研
究
会
（
第
四
九

回
例
会
）
、
於：

九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
、
二
〇
一
五
年
一
二
月

一
二
日
・
一
三
日
）
に
お
け
る
発
表
原
稿
（
タ
イ
ト
ル
は
本
稿
と
同
じ
）
に

必
要
最
少
限
の
加
筆
修
正
と
注
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
当
日
（
一
二

日
）
に
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、

国
際
会
議
を
主
催
し
た
科
学
研
究
費
（
二
六
二
八
四
〇
三
八
）
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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